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］狂　調 査 法Forschungsmethoden

1．調査概況Ubersicht　der　Forschungeh

　富士市における緑の環境創造，保全の具体的な処方箋を策定する目的で，富士市の潜在自然植

生，総和群集の調査研究が行なわれた。潜在自然植生の研究に先立ち富士市内の現存植生単位を

明らかにする属的で現存植生の現地調査，研究が，奥富・松崎（1974）の研究結果を踏えて行な

われた。

　現地植生調査は1983年から1984年にかけて標高0．7mの海岸部から標高3．421mの富士山の

植生限界まで現地踏査された。現存植生の植生調査資料は約300，総和群集の植生調査資料は約

！00が収集された。これら現地植生調査資料を基礎に現存植生単位，総和群集単位が決定された。

さらに野外調査を重ねて潜在自然植生図（縮尺1：25，000）が作成された。これら植生生態学的

な調査結果を基礎にした富士市の緑の環境創造のための具体的な提案が示された。

2．植生調査法　Aufnahmemethode

　植生調査法は現在国際的にも広く用いられている植物社会学的方法（Braun－Blanque宅，」．1928，

！951，1964，Ellenberg，　H．！956）が採用された。

　植物社会学的な植生調査は野外作業による植生調査資料の収集と室内作業による群落組成表，

植生単位の決定の2段階に大別される。

　野外植生調査は富士市に生育する草原から森林までのあらゆる植生について植生調査資料が収

集された。調査地は植物群落の相観，立地，種組成においてほぼ均質な等分が選ばれる。調査面

積は幽草面積曲線における最小面積以上とされる（Ellellberg，　H．1956，宮脇1967）。

　次に森林，高齢草本植物群落のような多層群落では各階層の高さ，植被率が目測され，階層ご

との出現種の完全なリストが作られる。そしてBraun－Blanquet（1964）による総合優占度（全

問定法）と国印の2つの測度により各階層における出現種の配分状態が記録される。

　同時に植分に関する野外で判定可能な立地条件（方位，傾斜，海抜高，微地形，人為的影響，

土壌条件など）が記録される。これらの記録は各植分ごとに！枚の植生調査用紙に行なわれ，ひ

とつの植生調査資料が完成される。

3．　群落単位の抽出　Bestimmu聾g　der　Vege捻tiopseinhei重en

　野外で得られた植生調査資料は，群落形態や生活形も考慮に入れてほぼ同質の種組成をもつ植

分ごとに種組成表にまとめられる。組成表は次に示される組成表作製過程によって常在度（Ste－

tigkeitsgrad）の高い種，区分種（Trennarten）さらに標徴種（Ken澱rtea）の発見に努められる。
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Fig．7植物社会学的な方法による植生単位の決定の作業フロー

　　　　チャート（宮脇ほか1980：日本植生誌屋久島）。

　　Schematische　Darstellung　der　verschiedenen　Stufen　in　der

　　syntaxono面schen　Arbeitsweise　der　Vegetationskunde。

1）

2）

3）

4）

5）

6）

植生調査資料のく繁表，原資料表（Rohtabelle）”への記入。

常在度の高いものから並べたくく常在度表（Stetigkeitstabelle）”への書きかえ。

くく

舶ｪ表（Teiltabelle）”による区：分種（Differentialarten）の発見。

局地的に有効な区分種の有無によるくく区：分表（Differenzierte　Tabelle）”への組みかえ。

く総合常在度表（Ubersichtstabelle，　R6mische　Tabelle）”による標徴種の発見。

区分種表からく鮮集表（Charakterisierte　Tabelle）”や群落表（Gesellschaftstabelle）”へ
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　　の組みかえ。

　局地的な種の組み合わせによる群落単位は，隣接地域や，さらに広域的に多数の植生調査資料

と比較検討を行なう。その結果，標徴種によって区分された，基本となる群落単位が群集と規定

される。

　基本単位である群集は，さらに共有の心頭種によって群団，オーダーおよびクラスにまとめら

れる。

4．総和群集調査法　Forsch臓Pgsme重hode　der　Siglnasoziologie

　富士山の高海抜地や，愛鷹山のようにブナやシラビソの自然林が良く残されている地区があっ

ても，人間が一回忌踏み込んでいない原始景観を維持している地区は皆無である。かりに富士市

が人類未踏の地であったとしたならぽ，原始景観が保たれ，立地に対応した自然植生が配分され

ているはずである。そこでは植物社会学的な方法，あるいは相観によって常緑広葉樹林帯；ヤブ

ツバキクラス域，夏緑広葉樹林帯；ブナクラス域，亜高山性針葉樹林帯；コケケモモートウヒク

ラス域の境界を判定することが容易であった。また気候条件，土壌条件など環境と各自然植生と

の関係も明確であったと考えられる。しかし現実に原始景観は人間の影響によって改変され，立

地評価の基準となるような自然植生はほとんど残されていない。現存する植生の多くは淫心的影

響下に形成された代償植生である。代償植生でも自然度の高い森林植生ではマクロ的な気候条件，

土壌条件に対応するが，自然度の低い畑地雑草群落，踏跡群落などでは刈り取りや踏圧など動力

的な比論要因が主になっている。したがって交化景観域では自然環境と人間の影響を指標するさ

まざまな植物群落が生育しており，一定地区に分布する植物群落の単位的なまとまりは，その地

区の景観の均質性としてとらえることができる。応用植物社会学では現存する植物群落の組み合

わせの均質性から景観を単位化しようとする目的により，その単位は総和群集として定義されて

いる。総和群集の調査方法は，環境条件の総和の均質性を植生に置き換えた潜在自然植生の広が

りを基本として，その中心から出現する群落を記録し，調査面積を同心円的に広げていく。調査

面積の拡大とともに出現する群落は減少し，調査最小面積に達する。次に調査面積内の全ての植

物群落には総合的被度が7段階で，群度は4段階で表示が行なわれる。

　被　度

　　5：被度が調査面積の75％以上を占める。

　　4：被度が調査面積の50～75％を占める。

　　3：被度が調査面積の25～50％を占める。

　　2：強度が調査面積の5～25％を占める。

　　1：線状，小さな斑点状，あるいは点状で個体数が多いが散在している。

　　　　被度が調査面積の5％未満。

　　＋：点状，群落の植分数は多いが，全体として面積が非常に少ない。
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　　Tab．1総和群集調査票の一例。
Ein　Beispiel　f廿r　eine　Sigmassoziationsaufnahme．

　Name　d．　Sigrnassoziation＝クリーコナラ総和群集

　Aufn。　Nr。Σ一6　　Dat．83．9．2

　0rt當士市林道岩倉線

Aufn．　von　YN，　YM，　SS，　SDK，　JWK．

Deck：ung　d．　Vegetation　g5％

Exp．　u．　Neigung　SW　10。

｝｛6he荘．　M．760m　50　x　l50qm

Mikrorelief　u．　Bodenヒノキの造林地帯

Zahl　der　Elemente　11

十。＿

10

r　●

r　・

十：

十1

501・ノ聴手
1：　タマアジサイ植分

r・　クズ群落
　●　『　『

ハナタデーアシボソ群集

チダケサシーススキ群落

ベニバナボロギクーダンドボロギク群集

マタタビ群落

クサコアカソーフジテンニンソウ群落

カワラスゲーオオバコ群集

十・1キクバドコローヤマブドウ群集

1：　フジサンニシキウツギーマメザクラ群集

　　r：まれ，偶生

　群　度

　　○：大きな斑点，あるいはカーペット状に分布している。

　　一：帯状に分布している。

　　：：小群をなして分布している。

　　・：単独に分布している。

　その他，潜在自然植生，植生以外の栽培植物など景観構成要素，海抜，地形，土壌，人為的干

渉の程度など現地で判定しえる条件も記録される。

　現地で得られた総和群集調査資料は室内作業により以下の手順で標徴群落の発見につとめられ

る。

　総和群集表作製作業過程

　　1．原調査資料のく繁表；Rohtabelle”への記入

　　2．常在度の高いものから低いものへ縦に並べ換え，また出現群落数の少ないものから多い
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　ものへ横の並べ換え，く（常在度表；Stetigkeitstabelle”の作製

3．　く（部分表；TeiltabeUe’惣こよる区：分群集，群落；Sintaxaの発見

4．　くく総合常在度表；むbersichtstabelle”セこよる標徴群落；Kenn－Gesellschaftの発見

5．　，，総和群集表；Sigmassozlatめnstabelle”への組み換え

5． 潜在自然植生図の作製

Kartierung　der　potentieUen　na磁rlichen　Vegetaもion

　潜在自然植生；Potentielle　nat蓑rliche　Vegetatlonの概念は，ドイツのR．　T廿xen　G956）によ

って提唱された新しい概念である。産業利用地域や都市・市街地域などのように，現在人間のさ

まざまな影響下に現存している代償植生や，植栽地，耕作地などとして，現在そこに何が植えら

れているか，どのように土地利用されているかという現存植生に直接関係しない立地本来の自然

植生を意味する。すなわち，今一切の人間の影響を停止したときに，現在の気候下，現在の地形

上に，その立地が支えることができる，もっとも安定した多層群落の自然植生を潜在自然植生と

いう。この潜在自然植生地図上に具体的な広がりとして描かれた図を潜在自然植生図；Karte

der　potentiellen　natUrlichen　Vegetationという。

　日本では堀川1968の日本の潜在自然植生図をはじめとして，潜在自然植生図の名前が使われだ

したが，植物社会学的概念からは，Miyawaki　and　Itow　1966カミ最初である。その後各地で潜在

自然植生図が作製されている（Miyawaki　1979他）。

　潜在自然植生の成立は，厳密には，気候要因の他に表層土の有無により，また土壌の基盤（岩

質・砂質・ローム質その他）により森林か，草原が成立するかなど立地の潜在植生支持能力に相

違が生じ，それぞれの群落はその地域の自然植生維持力に対応する。

　しかし，都市域においては，さらにポテンシャリティを一段階あげて，表層土の有無には関係

なく，表層土が復元していることを想定し，現在の気候下の対象となる立地の終局椙林を想定し

た概念として使っている。大縮尺の地形図が基礎の際は表層土の有無もそれぞれ図示される。小

縮尺では困難であるが，広域的な潜在自然植生を判定することが可能である。具体的に自然環境

を復元，あるいは創造する処方図として潜在自然植生図を利用する場合には大縮尺による詳細な

潜在自然植生図化が勧められる。富士市の潜在自然植生図は，1：25，000の縮尺で描かれている。

したがって，一応両方の目的での利用が可能である。

　潜在自然植生図の作製は以下の手順で行なわれる。

　（1）現存植生の群落学的把握（現地踏査による植生調査→組成表作業の繰り返しによる群落単

　　位の決定（p．35～37参照）

　（2）植物社会学的にみとめられた群落単位を基盤とした現存植生図の作製

　③　残存自然植生や自然木の現地における調査，広域的な隣接地域の対応群落の現地調査とと

　　もに，自然植生と代償植生の関連図の作製
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　　　　　　Fig・8　潜在自然植生と判定要因。

PoteBtielle　natUrllche　Vegetation　und　ihre　Best三m狙ungsfaktoren．

　（4）残存植生，代償植生，土壌断面，土地利用形態，地形，地質などの各種現地踏査資料の総

　　合による潜在自然植生図作製指針の作製

　（5）潜在霞然植生図作製指針を基礎とした現地における潜在膚然植生図原図の作製

　（6）室内における現存植生図，地質図，土壌図，水系図などの資料を参考とした潜在自然植生

　　図の校正ならびに完成

　西ドイツでは，潜在自然植生判定指針が明確をこされている。自然植生に対応する代償植生，土

地利用形態（畑の作物の種類の植栽適地の分類まで行なわれている），土壌の色（表層土），文化

景観域の建物（とくに馬小屋の正面の柱の本数により潜在自然植生がわかる）の建築様式，並木

などが一覧表に示されている。残念ながら日本では，長年伝統的に守られた交化，歴史は古都や

田舎に行かなければ残っていないため，建築様式の利用は，少しむずかしい。また並木や植林に

至るまで，昔の人は長い時間をかけての経験の結果かも知れないが立地に合った使い力をしてい

たので，昔行なわれたところは潜在自然植生判定に利用できるが，最近では，外国産の植物が珍

しいという理由で，あるいは経済的に価値のある樹種が植栽され，昔から行なわれてきた生活の

知恵は無視されていることが多い。


